
源
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記
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科
文
形
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に
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藤
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源
信
記

『
要
法
文
』

の
科
文
形
成

に

つ
い
て

加

藤

勉

要
法
文
三
巻

巻上

1
 
五

陰

2
 
十

二

処

3
 
十

八

界

31
 
四
無
所
畏

世
間
法

出
世
法

巻中

32
 
四
無
擬
解

45
 
諸
仏
無
上
正
等
菩
提

46
 
三

身

60
 
天
台
教
文

聖

法

巻下

61
 
正
像
末
法

64
 
五

明

65
 
煩

悩

75
 
百
八

々
万
等
惑

76
 
身

口
意
三
業

煩

悩

業

84
 
定
不
定
業

85
 
苦

々
等
三
苦

89
 
五

趣

90
 
三
聚
衆
生

100
 
四
種
仏
土

果

報

雑

部

恵
心
僧
都
源
信
記

『
要
法
文
』
三
巻
本
は
、
寛
和
二
年

(九
八
六
)
恵

心
が
四
十
四
歳
の
年
に
海
公
の
要
請
に
従

っ
て
、
初
学
者

の
た
め
の
仏

教
熟
語
の
概
説
書
と
し
て
、
表
の
如
く
、
六
分

科
百
文

で
構
成

さ
れ

た
。

こ
の
六
分
割
に
添

っ
て
、
百
文
の
科
文
形
成
を
論
述
す
る
。

世
間
法

・
出
世
間
法

『
要
法
文
』
中
巻
の
目
次
に
は
、

諸
仏
無
上
正
等
菩
提
第
四
十
五
仏
十
自

在
附

已
上
大
般
若
経
所
説
法
門
。
彼
経
第
三
百
八
十
。
(大
正
六
・
九
六
四
中

以
下
)
以
二下
浄
。
数
息
。
四
禅
。
四
梵
住
。
四
無
色
定
等
一名
二世
間
法
殉

以
三
二
十
七
菩
提
分
法
。
三
解
脱
。
六
度
。
八
解
脱
。
九
次
第
定
。
陀
羅

尼
門
。
三
摩
地
門
。
十
地
。
五
眼
。
六
通
。
十
力
。
無
畏
。
無
磯
解
。
大
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慈
大
悲
。
大
喜
大
捨
。
十
八
不
共
。
無
妄
失
つ
恒
住
捨
性
。

一
切
智
。
道

相
智
。

一
切
相
智
等
諸
無
漏
法
幻
名
二出
世
法
一
。

(『恵
心
僧
都
全
集
』
第
五

三
三
八
頁
)

と
述

べ
、
更
に
四
十
五
門
の
終
り
に
は
、
「
已
上
取
意
抄
大
般
若
経
所

説
四
十
五
種
法
門
詑
」
(前
同
、
三
五
八
頁
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ

こ
で
玄
突
訳

『
大
般
若
経
』
を
見
る
と
、
六
波
羅
蜜
の
最
初
の
布
施
波

羅
蜜
の
法
施
の
所
で
あ
る
。
菩
薩
摩
詞
薩
は
深
般
若
波
羅
蜜
多
を
修
業

す
る
時
に
諸
の
有
情
の
た
め
に
、
初
め
に
世
間
異
生
と
共
な
る
世
間
法

施
の
聖
法

・
聖
法
果
と
し
て
方
便
善
巧
し
て
、
有
情
に
世
間
の
善
法
を

教

へ
る
。
後
に
世
間
の
善
法
を
遠
離
し
て
出
世
無
漏
の
聖
法
に
安
住
さ

せ
る
。
世
間
法
施
↓
世
間
聖
法
↓
世
間
聖
法
果
↓
出
世
間
聖
法

と
四
分
割

の
順
番
で
そ
れ
ぞ
れ
の
法
文
名
が
説
か
れ
、
後
に
解
説
を
し

て
い
る
。
世
間
法
施
か
ら
出
世
間
聖
法
に
至
る
法
文

名
を
要
法

文

で

は
、
世
間
法
、
出
世
間
法
に
分
類
な
く
乱
雑
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し

か
も
大
般
若
経
は
、
あ
く
ま
で
も
科
文
名
の
抽
出
に
す
ぎ
ず
、
大
般
若

経
を
取
意
と
す
る
法
文
は
少
な
く
、
多
く
の
法
文
引
証
は
、
同
じ
く
玄

斐
訳
の
倶
舎
論
に
典
拠
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

聖

法

先

の
大
般
若
経
の
四
分
割

の
順
番
を
基
礎
と
し
て
、
出
世
間
法
の
修

業

の
結
果

と
し
て
、
聖
法
を
別
置
き
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
科

文
名
は
、
世
間
法

・
出
世
間
法

の
修
業
を
進
め
て
、
仏
の
説
法
の
立
場

か
ら
と
ら
え
た
も
の
で
恵
心
の
考
案
と
思
わ
れ
る
。
法
文
引
証
は
、
玄

笑
訳
本
を
初
め
と
し
て
、
天
台
大
師
撰
述
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

煩
悩

業

果
報

『
要
法
文
』
七
門

「
十
二
有
支
」
に
は
、

何
分
訓別
煩
悩
業
苦
幻
答
無
明
愛
取
是
煩
悩
道
。
行
是
業
道
。
余
七
是
苦
道
。

苦
者
名
レ事
。
亦
名
為
レ果
。
故
倶
舎
云
。
(大
正
二
九

・
四
九
上
)

三

煩

悩

二

業

七

事

亦

名
レ果

略
レ果

及

略
レ因

由
レ中

可
レ比
レ二
己
上

(前
同
、
三
〇
六
頁
)

と
、
倶
舎
論
で
は
、
十
二
因
縁
を
三
道
と
す
る
が
苦
を
果
と
し
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
、
果
報
は
苦
で
あ
り
、
煩
悩

・
業

・
苦

の
三
道
で
分
類
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
三
道
で
分
類
す
る
の
は
、
羅

什
訳

『成
実
論
』
二

百
二
品
を
第
子
曇
影
が

「
四
諦
五
聚
」
と
し
た
な
か
に
三
道
で
分
類
し

た
の
が
最
初
で
あ
る
。
又
、
慧
遠
撰

『
大
乗
義

章
』
の

「染
法
聚
」

は
、
煩
悩
義

・
諸
業
義

・
苦
報
義
と
し
て
い
る
。
煩
悩

・
業

・
果
報
に

含
ま
れ
る
二
十
五
文
は
、
成
実
論

・
大
乗
義
章

の
よ
う
に
、
十
二
因
縁

を
踏
ま
え
た
上
で
そ
れ
ぞ
れ
の
三
道
に
通
じ
る
名

目
で
構
成
さ
れ
て
い

る
分
類
法
方
と
は
相
違
し
、
例
せ
ば
、
「
煩
悩
」

に
は
煩
悩

・
随
煩
悩
、

「業
」
に
は
身

口
意
三
業

・
福
等
三
業

・
順
楽
等

三
業
、
「果
報

(苦
)」

に
は
、
苦

々
等
三
苦
、
生
等
四
苦

・
八
苦
な
ど

の
よ
う
に
、
三
道

の
名

目
に
直
接
結
び

つ
く
法
文
名
が
多
い
。

こ
れ
ら

の
引
証
経
論

を
見
る

と
、
恵
心
が
倶
舎
論
を
初
め
と
し
て
玄
斐
訳
本
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相

応
す
る
科
文
名
を
抽
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

源
信
記

『
要
法

文
』

の
科
文
形
成

に

つ
い
て

(
加

藤
)
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源
信
記

『要
法
文
』
の
科
文
形
成
に
つ
い
て

(加

藤
)

雑

部

要
法
文
に
も
引
用
が
あ
る
大
乗
義
章
の
最
後

に
は
、
「
雑
法
聚
」
が

か
つ
て
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
こ
れ
と
同
様
に
以
前
の
五
科
に
含

有
さ
れ
な

い
重
要
科
文
を
こ
こ
に
収
録
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
更

に

『
要
法
文
』
百
門
の
最
後
を

「
四
種
仏
土
」
で
締
め
括

っ
た
理
由
に

つ

い
て
、
「
西
種
仏
土
」
の
終
り
に
は
、

仁
王
般
若
云
。
(大
正
八

・
八
二
八
上
)
三
賢
十
聖
住
二果
報
幻
唯
仏

一
人

居
二浄
土
一
。一
切
衆
生
。
暫
住
レ報
。
登
二金
剛
原
一
。居
二浄
土
一
。此
経
意
者
。由
二

果
報
尽
一
。唯取
二

寂
光
一名
為
二浄
土
一
。

不
二説
余
一耳

(前
同
、
四
三
六
頁
)

と
述
べ
、
仁
王
経
の
引
証
か
ら
、
果
報
を

こ
え
た
究
極
の
仏
の
法
門
は

極
楽
往
生
を
説
く

「
四
種
仏
土
」
で
無
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。
こ
れ
は

『
要
法
文
』

の
本
願
で
あ

る
裏
書

き
の

「依
二海

公
請
一
。聯
集
二此
文
一
。願
以
二此
功
徳
り
往
二
生
安
楽
国
ご

(前
同
、
四
三

七
頁
)
に
結
び

つ
く
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の
仁
王
経
の
引
用

と
相

関
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
先
の
三
道
の
苦
を
果
報
と
す
る
必
要
性
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
要
法
文
の
科
文
数
を
見
て
み
る
と
、
当
初
か
ら
百
文
で
構

成
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
個
々
の
法
文
に

は
、
「
五
緬
」
に

「九
識
附
」
、
「
十
二
処
」
に

「
三
無
為
附
」
、
「十

八

界
」
に

「
二
十
二
根
附
」
と
し
て
、
関
連
性
の
あ
る
熟
語
は

一
科
文
と

し
て
い
る
。
更

に
六
十

門

「
天
台
教
文
」
で
は
、
四
教

・
五
味

・
一

乗

・
十
妙

・
十
如

・
十
二
因
縁

・
二
諦

・
三
諦

・
三
観

・
四
種
三
昧

・

三
惑
な
ど
、
十

一
項
目
で

一
科
文
と
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
重
要
教

義
を
、
あ
ら
か
じ
め
撰
定
し
た
上
で
漏
ら
す
こ
と
な
く
、
か

つ
、
全
体

は
百
文
と
し
た
調
和
の
と
れ
た
形
態
で
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
意
図

が
見
ら
れ
る
。

最
後
に
、
要
法
文
の
六
分
割
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る
。
要
法
文
は
、

大
般
若
経
に
依
る
世
間
法

・
出
世
法
、
聖
法
と
、

三
道

の
煩
悩
、
業
、

果
報
と
、
雑
部
の
三
構
成
に
分
類
さ
れ
る
。
雑
部
に

つ
い
て
は
、
前
述

の
如
く
問
題
は
な
い
が
、
世
間
法
、
出
世
問
法
、

聖
法

の
後
に
、
三
道

を
同
列
に
結
び

つ
け
て
科
と
し
た
意
図
を
述
べ
る
。

恵
心
は
、
初
門

の

「
五
纏
」
を
修
業
の
入
口
と
考
え
、
最
後

の
仏
国

土
の

「
四
種
仏
土
」
に
到
達
す
る
ま
で
の
百
門
を
使

っ
て
、
こ
れ
を
行

位
説
に
擬
し
て
構
成
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
般
若
経
を
修
業

の
規
範
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
湛
然
は
天

台
数
学

を
総

称

し
て

「
以
二大
品
一為
二観
法
こ

(『
止
観
義
例
』
大
正
四
六

・
四
五
三
下
)
と
、
天

台
大
師
は
、
大
品
般
若
経
を
観
法
の
基
本
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
と
同

様
に
恵
心
は
、
大
般
若
経
を
観
法
と
し
て
、
そ
の
修
業
か
ら
生
じ
る
結

果
の
因
縁
を
十
二
因
縁
の
三
道
と
い
う
形
で
捕

へ
て
、
修
業
が
ど
の
よ

う
な
過
程
を
経
て
進
ん
で
い
く
の
か
を
、
百
文

に
集
約
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
員
)
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